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1 緒    言

一般に大豆は晩播すると生育期間が短縮し,生育量力池

下 して減収する。このような晩播反応は気象条件によって

変動 しやすく,ま た変動の程度に関しては品種間差異のあ

ることが経験的に認められている。生育期間が制限される

晩播栽培において安定した収量を確保するためには,晩播

による減収程度が少ないとともに,こ のような変動が小さ

いことが望まれる。そこで過去 8箇年の大豆の晩播栽培の

結果から晩播反応に関する年次変動に注目し,その品種間

差異について取りまとめたので報告する。

た場合の生育日数の年次変動を標播区と比較,検討した。

表 1には試験を実施した 8箇年の生育日数の平均値 ,最小

値及び最大値とその差を範囲として表すとともに,年次間

の変動係数を示 した。各供試品種 系統とも晩播すること

により生育日如 短縮 したが,短縮程度は早生種よりも中

晩生種で大きくなる傾向が認められた。一方,範囲及び変

動係数に関しては,はとんどの品種 系統は晩播区では標

播区に比べてやや大きい値となり,晩播すると生育日数の

年次変動は標播 した場合よりも大きくなった。これは主に

開花まで日数の変動力統 播区では大きかったことに起因し

ていた。しかしながら奥原 1号は標播区に比べて晩播区の

方が生育日数の年次変動は小さくなっており,他の品種

系統とは異なる傾向を示した。この奥原 1号を除くと晩播

区における生育日数の変動係数はすべて 4～ 6%の範囲内

であり,品種間差異は標播区よりもむしろ小さかった。し

たがって晩播すると生育日数の年次変動は大きくなるが ,

その変動程度に関する品種間差はイヽさくなると考えられる。

次に晩播 した場合の収量に関する年次変動の品種間差異

を検討した。表 2に は各供試品種・系統の晩播区における

収量及び収量関連形質の 8箇年平均値並びにその年次間変

動係数を示 した。子実重の平均値は生育日数の短い早生種

が低 く,中・晩生種の中では東北62号がやや高く,他は20

1夕 /α 前後でほぼ同じであった。したがって中生～晩生種

は)試験期間

2)供試品種

13)播 種 期

に)栽植密度

2試 験 方 法

1980年～1987年

生態型の異なる11品種 ‐系統

標播 (8箇年平均播種日は 5月 2,日 )

晩播 (8箇年平均播種日は 7月 11日 )

標播 ,晩播とも畦幅75m,株間16釧 , 1株
2本立て ,1,667本 /α

5)試験区の配置 :分割区法 2反復 (主区 :播種期,副区

:品種 系統 )

3 試験結果及び考察

晩播反応の一つとして生育日数の変化に注目し,晩播 し

晩播区における生育日数

品 種・ 系 統
平均値 最大値

(日 )  (日 )

最4ヽ値 範 囲

(日 )  (日 )

動
数
＞

変
係
＜

奥 原 1号
ワセスズナ リ

ワ セ シ ロ ゲ

東 北 71 号
タ チ コ ガ ネ

ナ ンブシロメ

オ ク シ ロ メ

ス ズ ユ タ カ

ネ マ シ ラ ズ

新  4  号

東 北 62 号

84      89

92      96

93     103

101      109

101     105

103     110

106     111

109    115

112  117
120     129

114    119

82      7     28

84     12      4 1

86     17      59

90     19      5 4

90     15     50

88     22      6 4

94     17     50

96     19      5 8

99     18      5 8

110    19     55
105     14     4 1

表 1 標播区及び晩播区における生育日数の年次変動

標播区における生育日数

平均値 最大値 最小値 範 囲 篠 毅
(日 )  (日 )  (日 )  (日 )  (%)
103     117      93     24     6 9

112     118    108     10     3 4

118     125     113     12     3 6

124     128     120      8     2 2

103     138     130      8     2 1

136     142     130     12     2 6

141     144     138      6     1 6

144      147      139       8      2 0

149     151     144      7     1 5

152     166     145     21     4 1

151     154     146      8     1 7

注 範囲は最大値―最小値を示す。
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表2 晩播区における収量及び収量関連形質の年次間平均値並びに変動係数

では晩播することにより収量性の差が小さくなると考えら

れる。一方,その変動係数に関しては生育日数の年次変動

で特異的な反応を示した奥原 1号が374%と 高い値を示し,

逆に東北71号 ,タ チコガネ及び東北62号は15%前後で比較

的低くなるなど品種蘭差異が大きかった。この中で東北62

号は平均子実重が高く,かつ年次変動も小さいので,晩播

で安定 して多収を得られる系統として注目された。

そこで安定性という観点から,収量関連形質について各々

の変動係数を比較,検討した。変動係数の絶対値は形質によ

り大きく異なったが,子実重の変動係数が小さい品種 系

統は百粒重を除く他形質でも相対的に低い値を示した。し

たがって,生育量を示す形質の変動が小さい品種 系統は

着爽数力竣定し,子実重の年次変動も小さいと考えられる。

しかしながら,百粒重に関しては比較的変動係数の品種間

差異が小さく,かつ子実重の変動係数との関連も認められ

なかった。この結果は,子実重の年次変動に対する百粒重

の影響が小さいことを示している。また晩播区における生

育日数及び子実重の変動係数間にも有意な相関関係はなく,

品種保存栽培の成績を用いた解析
1)と

同様の結果が得られ

た。更に各形質の変動係数と熟期群との間にも一定の関連

性は認められず,晩播における収量及び収量関連形質の変

動は熟期の早晩とは関係なく,品種固有の特性によると推

察された。

4摘   要

過去 8箇年の晩播試験の結果から,大豆の晩播反応に関

する年次変動の品種間差異について検討 した。晩播するこ

とにより生育日数は短縮し,開花まで日数の変動が大きく

なるため生育日数の年次変動も大きくなったが,その品種

間差異は小さくなった。また子実重の年次変動に関する品

種間差異は生育日数に比べて大きく,生育量を示す形質の

変動が小さい品種 系統は子実重も安定していた。
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主 茎 長 主茎節数 分 枝 数 稔実奏数 百 粒 重 子 実 重

平均値

(ω )

動
数
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変
係
＜

平均値篠毅
(/個体)(%)

平均値篠裂
(/個体)(%)

平均値

(/個体 )

動
数
＞

変
係
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平均値
動
数
＞

変
係
ぐ(′ )

平均値篠裂
(″ノα) (%)

号

リ

ゲ

号

ネ

メ

メ

カ

ズ

号

号

脚一一脚一ンブンロ”ズユタマシラ４胸

奥

ワ

ワ
東

タ

ナ

オ

ス

ネ

新

東

326  99
36 2    10 4

52 0    144

39 8     98

46 0    12 6

46 4    16 1

45 4    15 0

48 4    16 3

56 2    13 5

610   188
50 5    104

,0  51
104   83
117  68
123  60
121   60
118   93
123  68
121  72
128  72
141  60
130  59

1 5    38 6

2 3    29 5

31  173
34   160
34  137
29    229
2 8    32 7

3 3    2, 6

4 1     20 6

8 6    20 8

44  140

16 5    24 5

22 2    19 1

236    21 6

242    184

26 6    17 7

23 8    22 6

30 5    23 2

29 5    25 8

28 9    20 5

33 3    21 8

34 6    19 2

231  115
22 3     9 6

20 7     6 4

216  93
23 3     8 8

22 7    11 0

213  83
23 0     , 6

23 2     9 5

213  83
22 5     9 8

9 6   37 4

14 2   23 9

144  185
194    15 4

20 3   15 6

19 1    32 5

19 4    23 9

21 5    25 4

20 5    22 0

19 2    23 7

24 1    14 0
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